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令和３年度法務省委託「災害と人権に関するシンポジウム」実施完了報告 
 

１ 実施概要 
（１）テーマ： 災害と人権に関するシンポジウム～子どもたちの心の復興～ 
（２）日 時： 令和４年１月１５日（土）午後１時３０分～午後４時１０分 
（３）形 式： オンライン（リアルタイム）配信 
        コモレ四谷タワーコンファレンス ＲｏｏｍＦ（東京都新宿区四谷１－６－１ 

コモレ四谷 四谷タワー３階）を会場として配信  
（４）対象者： 一般市民 ※ 参加費無料 
（５）主 催： 法務省、全国人権擁護委員連合会、札幌法務局、札幌人権擁護委員連合会、盛

岡地方法務局、岩手県人権擁護委員連合会、仙台法務局、宮城県人権擁護委員連

合会、福島地方法務局、福島県人権擁護委員連合会、神戸地方法務局、兵庫県人

権擁護委員連合会、熊本地方法務局、熊本県人権擁護委員連合会、公益財団法人

人権教育啓発推進センター 
（６）後 援： 中小企業庁、復興庁、内閣府政策統括官（防災担当）、北海道、北海道教育委

員会、札幌市、札幌市教育委員会、岩手県、岩手県教育委員会、盛岡市、盛岡市

教育委員会、宮城県、宮城県教育委員会、仙台市、仙台市教育委員会、福島県、

福島県教育委員会、福島市、福島市教育委員会、兵庫県、兵庫県教育委員会、神

戸市、神戸市教育委員会、熊本県、熊本県教育委員会、熊本市、熊本市教育委員

会、読売新聞社、朝日新聞社、毎日新聞社、日本経済新聞社（順不同） 
（７）内 容： ● 開会～主催者挨拶 

● 基調報告「震災を振り返る―あの時できた支援と今後の課題」 
         ・基調報告１ 大災害と子どものこころの反応 

福地成（東北医科薬科大学精神科学教室病院准教授、公益社団法人宮城県

精神保健福祉協会みやぎ心のケアセンター長） 
・基調報告２ 「死別を生きる」子どもたちと歩む～グリーフサポートのさ

んま（時間・空間・仲間）～ 
   西田正弘（一般財団法人あしなが育英会東北レインボーハウス所長兼心の

ケア事業部長） 
・基調報告３ 震災とコロナ災害で共通するもの 

   渡辺由美子（認定特定非営利活動法人キッズドア理事長） 
  ・コーディネーター 
   安部芳絵（工学院大学教育推進機構准教授、公益社団法人セーブ・ザ・チ

ルドレン・ジャパン理事） 
●パネルディスカッション・質疑応答 
●トークショー 

・ゲスト 
 巻誠一郎（特定非営利活動法人ユアアクション理事長、元サッカー日本代

表） 
● 閉会 

 
２ 目的 
  震災等の災害発生時には、住まいの再建やインフラ整備などハード面の復興はもとより、被

災者の心の復興も重要な課題となる。 
  とりわけ、子どもについては、大人に比べて、自分の状態を客観的に把握することが困難で

あるなど、その特性を理解した上で、心の復興を進める必要がある。 
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  そこで、被災した子どもたちの心理的回復に焦点を当て、震災等の災害に起因する様々な被

害に見舞われた子どもたちに必要な支援や心の復興に向けた取組について、専門家から事例や

研究結果を聞き、「子どもの被災」という課題に向き合うための知見を共有するとともに、人

権的観点から子どもたちの心の復興の在り方について考えることを目的として、本シンポジウ

ムを開催する。 
 
３ 参加者数等 
  ３９１人（ＹｏｕＴｕｂｅ「ユニーク視聴者数」） 

※参考：同「視聴回数」６６５回 
同「最大同時視聴者数」１７６人 

 
４ 配信の様子（画面イメージ） 

  
ライブ配信前：案内 
 

主催者挨拶 

  
基調報告１：福地成 

（東北医科薬科大学精神科学教室病院准教授、公益

社団法人宮城県精神保健福祉協会みやぎ心のケアセ

ンター長） 
 

基調報告２：西田正弘 
（一般財団法人あしなが育英会東北レインボーハウ

ス所長兼心のケア事業部長） 
 

  
基調報告３：渡辺由美子 
（認定特定非営利活動法人キッズドア理事長） 

コーディネーター：安部芳絵 
（工学院大学教育推進機構准教授、公益社団法人セ

ーブ・ザ・チルドレン・ジャパン理事） 
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パネルディスカッション 
 
 

トークショーゲスト：巻誠一郎 
（特定非営利活動法人ユアアクション理事長、元サ

ッカー日本代表） 
 

〔別添〕 
 ・当日配布資料（ダウンロード用プログラム） 
 ・アンケート集計結果 
 ・採録記事（誌面イメージ） 
 

５ オンライン（アーカイブ配信） 

本シンポジウム終了後、ＹｏｕＴｕｂｅ人権チャンネルにおいて、オンライン（アーカイブ）

配信を実施。（令和４年２月２８日（月）の公開から1年間限定） 

2022.1.15 令和３年度「災害と人権に関するシンポジウム ～子どもたちの心の復興～」 

https://youtu.be/4gEDe9gQ6tk 



令和３年度法務省委託 
 

災害と人権に関するシンポジウム 

～子どもたちの心の復興～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日時 

令和４年１月１５日（土） 午後１時３０分～午後４時００分（予定） 

※オンライン配信 

 

■主催 

法務省、全国人権擁護委員連合会、札幌法務局、札幌人権擁護委員連合会、盛岡地方法務局、岩手県人権擁

護委員連合会、仙台法務局、宮城県人権擁護委員連合会、福島地方法務局、福島県人権擁護委員連合会、神

戸地方法務局、兵庫県人権擁護委員連合会、熊本地方法務局、熊本県人権擁護委員連合会、公益財団法人人

権教育啓発推進センター 

 

■後援 

中小企業庁、復興庁、内閣府政策統括官（防災担当）、北海道、北海道教育委員会、札幌市、札幌市教育委

員会、岩手県、岩手県教育委員会、盛岡市、盛岡市教育委員会、宮城県、宮城県教育委員会、仙台市、仙台

市教育委員会、福島県、福島県教育委員会、福島市、福島市教育委員会、兵庫県、兵庫県教育委員会、神戸

市、神戸市教育委員会、熊本県、熊本県教育委員会、熊本市、熊本市教育委員会、読売新聞社、朝日新聞社、

毎日新聞社、日本経済新聞社（順不同）  
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本シンポジウムの目的 

震災等の災害発生時には、住まいの再建やインフラ整備などハード面の復興はもとより、

被災者が誰ひとり取り残されることのないよう、その心の復興も重要な課題となります。特

に子どもについては、大人に比べて、自分の状態を客観的に把握することが困難であるなど、

その特性を理解して人権に配慮した心の復興を進める必要があります。 

本シンポジウムでは、被災した子どもたちの心理的回復に焦点を当て、その支援等に取り

組んできた方々のお話を聴きながら、人権的観点から子どもたちの心の復興の在り方につい

て考えます。 
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タイムスケジュール 

13:30∼13:35   開会・主催者挨拶 

 

13:35∼14:40   基調報告 

「震災を振り返る—あの時できた支援と今後の課題」 

○ 報告１：大災害と子どものこころの反応 

福地成（東北医科薬科大学精神科学教室病院准教授、公益社団法人

宮城県精神保健福祉協会みやぎ心のケアセンター長） 

○ 報告２：「死別を生きる」子どもたちと歩む 

～グリーフサポートのさんま（時間・空間・仲間）～ 

西田正弘（一般財団法人あしなが育英会東北レインボーハウス所長

兼心のケア事業部長） 

○ 報告３：震災を振り返る あの時できた支援と今後の課題 

～震災とコロナ災害で共通するもの～ 

渡辺由美子（認定特定非営利活動法人キッズドア理事長） 

○ コーディネーター 

安部芳絵（工学院大学教育推進機構准教授、公益社団法人セーブ・

ザ・チルドレン・ジャパン理事） 

 

14:40∼14:50   休憩 

 

14:50∼15:25   パネルディスカッション・質疑応答 

         「心の復興に向けて」 

○ パネリスト： 福地成、西田正弘、渡辺由美子 

○ コーディネーター： 安部芳絵 

 

15:25∼15:28   舞台調整 

 

15:28∼15:58   トークショー 

○ 特別ゲスト 

巻誠一郎（特定非営利活動法人ユアアクション理事長、元サッカー

日本代表） 

 

16:00      閉会 

 

● 本シンポジウム終了後、アンケートへの御協力をお願いいたします 

Web アンケートフォーム 

https://forms.gle/S1s3PDirdpbJZMKT7 
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[ 基調報告 ] 
 

報告１ 

大災害と子どものこころの反応 

 

福地
ふ く ち

 成
なる

 

東北医科薬科大学精神科学教室病院准教授、 

公益社団法人宮城県精神保健福祉協会みやぎ心のケアセンター長 

 

【略歴】 

青森県と北海道にて小児科医として勤務。主に地域の乳幼児健診、子どもの発達障害臨

床に従事した。その後、宮城県にて精神科医として精神科救急、地域精神保健に従事。東

北大学大学院では公衆衛生学教室にて、自殺の疫学・予防の研究を行った。 

平成２３年 12 月より、震災復興に特化した「みやぎ心のケアセンター」に勤務。 

宮城県を中心として被災地の訪問、各種の普及啓発活動、地域支援者へのスーパーバイズ

などを行っている。令和３年 4 月より現職。 

 

 

 

 

 

東北医科薬科大学 

https://www.tohoku-mpu.ac.jp/ 

 

 

公益社団法人宮城県精神保健福祉協会 

みやぎ心のケアセンター 

http://miyagi-kokoro.org/ 
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[ 基調報告 ] 
 

報告 2 

「死別を生きる」子どもたちと歩む 

～グリーフサポートのさんま（時間・空間・仲間）～ 

 

西田
に し だ

 正弘
まさひろ

 

一般財団法人あしなが育英会 

東北レインボーハウス所長兼心のケア事業部長 

 

 

【略歴】 

平成９年からあしなが育英会勤務。高校生、大学生の合宿ケア「つどい」などを担当。

平成１２年から自死遺児支援に取り組み、自殺で親を失った子どもたちが胸の内を綴る手

記集の編集に関わる。平成２７年より東北レインボーハウス所長。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あしなが育英会・東北レインボーハウス 

https://www.ashinaga.org/media/tag/東北レインボーハウス/ 
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[ 基調報告 ] 
 

報告３ 

震災を振り返るあの時できた支援と今後の課題 

～震災とコロナ災害で共通するもの～ 

 

渡辺
わたなべ

 由美子
ゆ み こ

 

認定特定非営利活動法人キッズドア理事長 

 

【略歴】 

大手百貨店、出版社を経て、フリーランスのマーケティングプランナーとして活躍。 

配偶者の転勤に伴い一年間イギリスに移住し、「社会全体で子どもを育てる」ことを体験

する。平成１９年任意団体キッズドアを立ち上げ、平成２１年ＮＰＯ法人化。子どもへの学

習支援や居場所運営に加え、令和 2 年より新型コロナ感染症の影響を受けた日本全国の困

窮子育て家庭への支援を開始。日本の全ての子どもが夢と希望を持てる社会を目指し、活動

を広げている。 

平成２８年第４回日経ソーシャルイニシアティブ大賞国内部門ファイナリストに選ばれ

る。内閣府 子供の貧困対策に関する有識者会議 構成員。厚生労働省 社会保障審議会・生

活困窮者自立支援及び生活保護部会委員。一般社団法人全国子どもの貧困・教育支援団体協

議会副代表理事。 

 

 

 

 

 

 

認定特定非営利活動法人キッズドア 

https://kidsdoor.net/ 
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[ 基調報告 ] 

[ パネルディスカッション ] 
 

 

 

コーディネーター 

安部
あ べ

 芳
よし

絵
え

 

工学院大学教育推進機構准教授、 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン理事 

 

【略歴】 

専門は、子ども支援、子どもの権利条約、災害と子ども。自然災害を始めとした困難な状

況下での子どもの意見表明・参加の権利保障と、参加を通した子どもの回復・成長について

研究している。 

単著に『子ども支援学研究の視座』（学文社、平成 22 年）、『災害と子ども支援』（学文社、

平成 28 年）、『子どもの権利条約を学童保育に活かす』（高文研、令和 2 年）。 

東京都立川市夢育て・たちかわ子ども２１プラン推進会議副会長。一般財団法人児童健全

育成推進財団理事。 

 

 

工学院大学 

      https://www.kogakuin.ac.jp/ 

 

 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

      https://www.savechildren.or.jp/ 

 



41 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



42 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



43 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



44 
 

[ トークショー ] 
 

 

特別ゲスト 

巻
まき

 誠
せい

一郎
いちろう

 

特定非営利活動法人ユアアクション理事長、 

元サッカー日本代表 

 

【略歴】 

１７年間プロサッカー選手として活躍する傍ら、出身地である地元熊本で少年サッカースクール「カ

ベッサ熊本」をイオンモール宇城に開校を機に、株式会社フットアスを設立。平成２７年３月には、地

元への深い愛着と子ども達への社会貢献から、放課後等デイサービスセンター「果実の木」（熊本市）

の事業にも参画している。その後、障害福祉の分野ではＡ型就労支援施設「ジェムズチョイス」事業所

を開設し、農業と福祉の連携（農福連絡事業）に取り組む。また、平成２８年４月１４日に発生した熊

本地震を受け、自ら復興支援のためのＮＰＯ法人「YOUR ACTION」を立ち上げた他、様々な復興支

援活動に尽力。 

東京では東京工業大学と協働研究のベンチャー企業「aiwell」社の社外取締役に就任し、ヘルスケア

分野における様々な異分野連携を実現し、健康情報の統合的活用とそれに基づく健康増進・予防サービ

スの提供事業を展開。 

その他、現役、引退問わずアスリート全般の社会貢献活動事業を立ち上げるなど、慈善活動、各種事

業で様々な分野でリーダーシップを取り、幅広い経験を積み重ねている。令和元年 J リーグ功労選手賞

受賞。 

 

 

 

特定非営利活動法人ユアアクション 

https://youraction.or.jp/ 
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動画共有サイト YouTube（ユーチューブ） の 「人権チャンネル」と「法務省チャン

ネル」では、人権について理解していただくための映像を公開しています。 

[ YouTube での人権啓発関連映像の配信について ] 

白本彩奈さん（女優） ピコ太郎さん（シンガーソングライター） 

STOP！コロナ差別～差別や偏見を思いやりやエールに！～ 

人権チャンネル https://www.youtube.com/jinkenchannel 

https://www.jinken-library.jp/corona2020/ 

こちらから 

[「STOP！コロナ差別」座談会の内容公開について ] 

「コロナ差別」が生まれるメカニズムを多様な観点から考察するとともに、社会や人々が

どう立ち向かうべきか、座談会を行いました。広く内容を公開しています。 

法務省チャンネル https://www.youtube.com/MOJchannel 

【STOP！コロナ差別】 

STOP！コロナ差別 ＜尾身先生の気づき喚起動画＞編 

法務省人権擁護局「STOP！コロナ差別」特設サイト 

https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken02_00022.html 

アクセス 
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人権ライブラリーでは、およそ 15,000 冊の国内外の人権関連図書を始め、映像資料

（DVD、VHS）、紙芝居、展示用パネル、全国の地方公共団体が発行する啓発資料などを所

蔵し、閲覧・貸出しを行っています。 

これらの啓発資料は、郵送等による貸出しを行っており、遠方の方も御利用いただけます。 

また、無料の貸会議室（多目的スペース）もございます。ぜひ、御利用ください。 

https://www.jinken-library.jp 

〒105-0012 東京都港区芝大門 2-10-12 KDX 芝大門ビル 4F 

TEL 03-5777-1919 / FAX 03-5777-1954 

E メール library@jinken.or.jp 

  

※ 公益財団法人人権教育啓発推進センター・併設 

[ 人権ライブラリーの御案内 ] 

人権ライブラリー 
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令和 3 年度法務省委託 

災害と人権に関するシンポジウム～子どもたちの心の復興～ 

-------------------------------------------------------------------------- 

公益財団法人人権教育啓発推進センター 

「災害と人権に関するシンポジウム」事務局 

〒105-0012 東京都港区芝大門 2-10-12 KDX 芝大門ビル 4F 

TEL 03-5777-1802（代表） ／ FAX 03-5777-1803 

ウェブサイト http://www.jinken.or.jp 

-------------------------------------------------------------------------- 

YouTube 「人権チャンネル」  https://www.youtube.com/jinkenchannel 

YouTube 「法務省チャンネル」 https://www.youtube.com/MOJchannel 

-------------------------------------------------------------------------- 

人権ライブラリー  https://www.jinken-library.jp 

※ 人権教育啓発推進センター併設 

-------------------------------------------------------------------------- 

法務省人権擁護局  https://www.moj.go.jp/JINKEN/ 

-------------------------------------------------------------------------- 

         法務省人権擁護局で検索！ 

人権イメージキャラクター 

人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん 

人権イメージキャラクター人 KEN まもる君と人 KEN あゆみちゃんは、漫画

家やなせたかしさんのデザインにより誕生しました。２人とも、前髪が「人」

の文字、胸に「KEN」のロゴで、「人権」を表しています。人権が尊重される

社会の実現に向けて、全国各地の人権啓発活動で活躍しています。 

@Jinken_Center 

 みんなの人権１１０番   ０５７０－００３－１１０ 

 女性の人権ホットライン   ０５７０－０７０－８１０ 

 子どもの人権１１０番   ０１２０－００７－１１０ 

 外国語人権相談ダイヤル  ０５７０－０９０－９１１ 

人権を侵害されていると感じたら… 

法務局・地方法務局、その支局に気軽に御相談ください 
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災害と人権関するシンポジウム 参加者アンケート集計結果 
（注）構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため合計は必ずしも 100 とは限らない。 
 
1-1 御自身について、当てはまるものを選んでください。（年齢） 
 

（1） 年齢 
 

2 10 歳代 0 件 
3 20 歳代 4 件 
4 30 歳代 3 件 
5 40 歳代 16 件 
6 50 歳代 22 件 
7 60 歳代 17 件 
8 70 歳代以上 9 件 

 計 71 件 
 

 

  

20歳代

5.6% 30歳代

4.2%

40歳代

22.5%

50歳代

31.0%

60歳代

23.9%

70歳代以上

12.7%
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1-2 御自身について、当てはまるものを選んでください。（居住地） 
 

（2） 居住地 
 

1 北海道 10 件 
2 青森県 0 件 
3 岩手県 0 件 
4 宮城県 2 件 
5 秋田県 0 件 
6 山形県 1 件 
7 福島県 3 件 
8 茨城県 0 件 
9 栃木県 0 件 
10 群馬県 0 件 
11 埼玉県 3 件 
12 千葉県 3 件 
13 東京都 4 件 
14 神奈川県 1 件 
15 新潟県 1 件 
16 富山県 0 件 
17 石川県 0 件 
18 福井県 0 件 
19 山梨県 1 件 
20 長野県 2 件 
21 岐阜県 0 件 
22 静岡県 1 件 
23 愛知県 2 件 
24 三重県 1 件 
25 滋賀県 0 件 
26 京都府 2 件 
27 大阪府 1 件 
28 兵庫県 3 件 
29 奈良県 1 件 
30 和歌山県 3 件 
31 鳥取県 3 件 
32 島根県 0 件 
33 岡山県 2 件 
34 広島県 2 件 
35 山口県 1 件 
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36 徳島県 1 件 
37 香川県 0 件 
38 愛媛県 0 件 
39 高知県 0 件 
40 福岡県 2 件 
41 佐賀県 2 件 
42 長崎県 2 件 
43 熊本県 3 件 
44 大分県 2 件 
45 宮崎県 0 件 
46 鹿児島県 5 件 
47 沖縄県 0 件 
48 その他 0 件  

無回答 1 件  
計 71 件 

 

 

北海道

14.1% 宮城県

2.8%

山形県

1.4%
福島県

4.2%

埼玉県

4.2%

千葉県

4.2%

東京都

5.6%
神奈川県

1.4%
新潟県

1.4%
山梨県

1.4%
長野県

2.8%静岡県

1.4%
愛知県

2.8%
三重県

1.4%
京都府

2.8%
大阪府

1.4%

兵庫県

4.2%

奈良県

1.4%

和歌山県

4.2%

鳥取県

4.2%

岡山県

2.8%

広島県

2.8%

山口県

1.4%

徳島県

1.4%

福岡県

2.8%

佐賀県

2.8%

長崎県

2.8%

熊本県

4.2%

大分県

2.8%

鹿児島県

7.0%

無回答

1.4%
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1-3 御自身について、当てはまるものを選んでください。（職業） 
 

（3） 職業 
 

1 ①中学生 0件 
2 ②高校生 0件 
3 ③専門学校・大学生 0件 
4 ④会社員 6件 
5 ⑤自営業 2件 
6 ⑥国家公務員（法務局職員を除く） 4件 
7 ⑦法務局職員 6件 
8 ⑧地方公務員 15件 
9 ⑨人権擁護委員 22件 
10 ⑩アルバイト・パート 3件 
11 ⑪派遣・契約社員   0件 
12 ⑫主婦・主夫 2件 
13 ⑬無職 2件 
14 ⑭その他 9件  

計 71 件 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

④会社員

8.5%

⑤自営業

2.8%
⑥国家公務員（法務局

職員を除く）

5.6%

⑦法務局職員

8.5%

⑧地方公務員

21.1%
⑨人権擁護委員

31.0%

⑩アルバイト・パート

4.2%

⑬無職

2.8%
⑭その他

12.7%

⑫主婦・主夫

2.8%
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2 「災害と人権に関するシンポジウム」をどのようにして知りましたか。（複数回答可） 
 

1 ①チラシ 9件 
2 ②知人 2件 
3 ③学校 1件 
4 ④勤務先 19件 
5 ⑤法務省・ウェブサイト  15件 
6 ⑥人権ライブラリー・ウェブサイト 5件 
7 ⑦インターネットバナー広告・テキスト広告   3件 
8 ⑧都道府県・市区町村広報紙 1件 
9 ⑨ＳＮＳ  22件 
10 ⑩メールマガジン（人権教育啓発推進センター発行） 6件 
11 ⑪その他 7件  

計 90 件 

 

 
 
  

9.9%
8.5%

31.0%
1.4%

4.2%
7.0%

21.1%
26.8%

1.4%
2.8%

12.7%

⑪その他

⑩メールマガジン（人権教育啓発推進センター発行）

⑨ＳＮＳ

⑧都道府県・市区町村広報紙

⑦インターネットバナー広告・テキスト広告

⑥人権ライブラリー・ウェブサイト

⑤法務省・ウェブサイト

④勤務先

③学校

②知人

①チラシ

ｎ＝71（回答者数） 

※ n（=回答者数）に対する割合 
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3 このシンポジウムを視聴しようと思ったきっかけを教えてください。（複数回答可） 
 

1 ①話を聴いてみたい登壇者がいたから 16件 
2 ②オンライン開催のシンポジウムだったから   37件 
3 ③人権問題に関心があるから   46件 
4 ④被災者支援に関心があるから 29件 
5 ⑤仕事などで防災・災害対応に関わっているから 17件 
6 ⑥知人に誘われたから 1件 
7 ⑦その他 3件 
 無回答 1件  

計 150 件 

 
 

※ n（=回答者数）に対する割合 

 
  

4.2%

1.4%

23.9%

40.8%

64.8%
52.1%

22.5%

⑦その他

⑥知人に誘われたから

⑤仕事などで防災・災害対応に関わっているから

④被災者支援に関心があるから

③人権問題に関心があるから

②オンライン開催のシンポジウムだったから

①話を聴いてみたい登壇者がいたから

ｎ＝71（回答者数） 
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3 で①「基調講演・パネルディスカッション、トークショーの話を聴きたかったから」と答えた方は

その登壇者を教えてください。 
 

1 ①福地成さん 5件 
2 ②西田正弘さん 5件 
3 ③渡辺由美子さん 4件 
4 ④安部芳絵さん 1件 
5 ⑤巻誠一郎さん 11件  

計 26 件 

 

 

 

 

4-1 今回のシンポジウムは全体として満足のいくものでしたか。 
 
 
  

 

 

68.8%

6.3%

25.0%

31.3%

31.3%

⑤巻誠一郎さん

④安部芳絵さん

③渡辺由美子さん

②西田正弘さん

①福地成さん

② まあ満足だった

47.9%

③ やや不満足だった

1.4%

1 ① 大変満足だった 36 件 
2 ② まあ満足だった 34 件 
3 ③ やや不満足だった 1 件 
4 ④ 大変不満だった 0 件  

計 71 件 

① 大変満足だった 

50.7% 

.71.2% 

% 

ｎ＝16（回答者数） 

※ n（=回答者数）に対する割合 
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4-2 4-1 で「①大変満足だった」又は「②まあ満足だった」とお答えいただいた方に伺います。その

理由をお聞かせください。（複数回答可） 
 

1 ①イベント内容が全体的に良かったから  32 件 
2 ②災害と人権について考えることができたから 65 件 
3 ③災害における子どもたちの心の復興についての理解が深まったから 54 件 
4 ④その他 2 件  

計 153 件 
 

 
 
 
4-3 4-1 で「③やや不満足だった」又は「④大変不満足だった」とお答えいただいた方に伺います。

その理由をお聞かせください。（複数回答可） 
1 ①イベント内容が全体的に良くなかったから   0 件 
2 ②災害と人権について考えることができなかったから 0 件 
3 ③災害における子どもたちの心の復興についての理解が深まらなかっ

たから 

1 件 

4 ④その他 0 件  
計 1 件 

 

 
 
 

2.9%

77.1%

92.9%
45.7%

④その他

③災害における子どもたちの心の復興についての理解が

深まったから

②災害と人権について考えることができたから

①イベント内容が全体的に良かったから

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

④その他

③災害における子どもたちの心の復興についての理解が

深まらなかったから

②災害と人権について考えることができなかったから

①イベント内容が全体的に良くなかったから

ｎ＝70（回答者数） 

※n=回答者に対する割合 

 

ｎ＝1（回答者数） 

※n=回答者に対する割合 
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5-1 基調報告（福地成さん）の内容について伺います。 
1 ① よく理解できた 38 件 
2 ② 理解できた 27 件 
3 ③ やや難しかった 4 件 
4 ④ 難しかった 0 件  

無回答 2 件  
計 71 件 

 

 

 
 
5-2 基調報告（西田正弘さん）の内容について伺います。 

1 ① よく理解できた 25件 
2 ② 理解できた 41件 
3 ③ やや難しかった 3件 
4 ④ 難しかった 0件  

無回答 2件  
計 71 件 

 

 

 
 

① よく理解で

きた

53.5%
② 理解できた

38.0%

③ やや難しかった

5.6%

無回答

2.8%

① よく理解で

きた

35.2%

② 理解できた

57.7%

③ やや難しかった

4.2%

無回答

2.8%
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5-3 基調報告（渡辺由美子さん）の内容について伺います。 
1 ① よく理解できた 38件 
2 ② 理解できた 29件 
3 ③ やや難しかった 1件 
4 ④ 難しかった 0件  

無回答 3件  
計 71 件 

 
 

 

 
 
5-4 パネルディスカッションの内容について伺います。 

1 ① よく理解できた 31件 
2 ② 理解できた 37件 
3 ③ やや難しかった 1件 
4 ④ 難しかった 0件  

無回答 2件  
計 71 件 

 

 

 

① よく理解で

きた

53.5%

② 理解できた

40.8%

③ やや難しかった

1.4%

無回答

4.2%

① よく理解で

きた

43.7%

② 理解できた

52.1%

③ やや難しかった

1.4%

無回答

2.8%
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5-5 トークショー（巻誠一郎さん）の内容について伺います。 
1 ⑤ よく理解できた 38件 
2 ⑥ 理解できた 28件 
3 ⑦ やや難しかった 1件 
4 ⑧ 難しかった 0件  

無回答 4件  
計 71 件 

 

 

6-1 今回のシンポジウム以前に、被災者支援や被災者への人権的配慮についてどのくらい関心や理

解がありましたか。 
1 ① 大いにあった 30件 
2 ② 少しはあった 33件 
3 ③ あまりなかった 7件 
4 ④ 全くなかった 0件  

無回答 1件  
計 71 件 

 

 

  

① よく理解で

きた

53.5%

② 理解できた

39.4%

③ やや難しかった

1.4%

無回答

5.6%

① 大いにあっ

た

42.3%

② 少しはあった

46.5%

③ あまりなかった

9.9%

無回答

1.4%



12 
 

6-2 シンポジウムを終えて、被災者支援や被災者への人権的配慮についての関心や理解は深まりま

したか。 
1 ① 大変深まった 38件 
2 ② まあ深まった 30件 
3 ③ あまり深まらなかった 1件 
4 ④ 全く深まらなかった 0件  

無回答 2件  
計 71 件 

 

 

 
6-3 シンポジウムに参加して、何か行動しようと思いましたか。（複数回答可） 

1 ①災害における子どもたちの心の復興のために自分にできることは何か

を考えたい 44件 
2 ②被災者の人権問題に関心を持ち、偏見を持ったり、差別をしたりしない

ようにしたい 32件 
3 ③シンポジウムの内容を家族や友だちに説明し話し合いたい 27件 
4 ④他の人権イベントにも機会があれば参加したい 35件 
5 ⑤その他 5件  

計 143 件 

 
 

① 大変深まっ

た

53.5%

② まあ深まった

42.3%

③ あまり深まらなかった

1.4%

無回答

2.8%

7.0%

49.3%

38.0%
45.1%

62.0%

⑤その他

④他の人権イベントにも機会があれば参加したい

③シンポジウムの内容を家族や友だちに説明し話し合い

たい

②被災者の人権問題に関心を持ち、偏見を持ったり、差

別をしたりしないようにしたい

①災害における子どもたちの心の復興のために自分にで

きることは何かを考えたい

ｎ＝71（回答者数） 

※n=回答者に対する割合 
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7 これからの災害と人権のシンポジウムについて、どう思いますか。 
1 ①毎年行うべきである 46件 
2 ②数年に一度行うべきである   8件 
3 ③毎年人権テーマを変えて行うのが良い 16件 
4 ④その他 0件  

無回答 1件  
計 71 件 

 

 

 
8 今回のシンポジウムのようなイベントの開催方法は、どの方法が良いと思いますか。 

1 ① オンライン配信 32件 
2 ② 集客型（実際に会場に集まっての開催） 4件 
3 ③ ①、②併用型 35件 
4 ④ その他 0件  

計 71 件 
 

 

 
 
  

①毎年行うべき

である

64.8%
②数年に一度行う

べきである

11.3%

③毎年人権テーマを変え

て行うのが良い

22.5%

無回答

1.4%

① オンライン

配信

45.1%

② 集客型（実際に会場に

集まっての開催）

5.6%

③ ①、②併用

型

49.3%
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9 シンポジウムのオンライン開催について、どう思いますか。 
1 ① 会場に行く必要もなく参加しやすいのでこれからも続けるべき  56件 
2 ② 状況に適した開催方法でありやむを得ない 12件 
3 ③ 参加する方法がよく分からず大変だった 0件 
4 ④ 画面視聴だとあまり訴えてくるものがない 1件 
5 ⑤ その他 2件  

計 71 件 
 

 

10 シンポジウムの開催時間について、どう思いますか。 
1 ① ちょうど良い長さだった 37件 
2 ② やや長いと感じた 31件 
3 ③ やや短いと感じた 0件 
4 ④ その他 3件  

計 71 件 
 

 

 
 
 
  

① 会場に行く必要もなく参加し

やすいのでこれからも続けるべき

78.9%

② 状況に適した開催方法で

ありやむを得ない

16.9%

④ 画面視聴だとあまり

訴えてくるものがない

1.4%

⑤その他

2.8%

① ちょうど良

い長さだった

52.1%

② やや長いと感じた

43.7%

④ その他

4.2%
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11 本シンポジウムなど、国の人権擁護機関（法務省、法務局・地方法務局、人権擁護委員）が、

広く人権啓発活動を行っていることを知っていましたか。 
1 ① 知っていた 61件 
2 ② 知らなかった 10件  

計 71 件 
 

 
① 知っていた

85.9%

② 知らなかった

14.1%



16 
 

12 「11」で「①知っていた」とお答えいただいた方に伺います。どのようにして国の人権擁護機

関が行っている人権啓発事業を知りましたか。 
 

 

 

① ポスター

7.0%

② チラシ

14.1%

③ パンフレット

8.5%

⑦ ウェブサイト

4.2%

⑧ インターネットバナー

広告・テキスト広告

4.2%
⑩ 街頭啓発活動

1.4%
⑪ 学校

2.8%

⑫ 法務省・法務

局に来庁した際

9.9%

⑭ 地方公共団体

が発行している広

報誌

7.0%

⑮ その他

11.3%

1 ① ポスター 5件 
2 ② チラシ 10件 
3 ③ パンフレット 6件 
4 ④ 新聞 1件 
5 ⑤ テレビ 0件 
6 ⑥ ラジオ 0件 
7 ⑦ ウェブサイト 3件 
8 ⑧ インターネットバナー広告・テキスト広告 3件 
9 ⑨ SNS 7件 
10 ⑩ 街頭啓発活動 1件 
11 ⑪ 学校 2件 
12 ⑫ 法務省・法務局に来庁した際 7件 
13 ⑬ 他の公共機関を利用した際  3件 
14 ⑭ 地方公共団体が発行している広報誌 5件 
15 ⑮ その他 8件  

無回答 10件  
計 71 件 

無回答 
14.1% 

④新聞 
1.4% 

⑨ＳＮＳ 
9.9% 

⑬他の公共機関を

利用した際 
4.2% 



■採録記事【令和４年３月１５日（火）／アイユ／Ｐ１１～１６】 
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